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春
闘
標
語

組
織
の
力
を
結
集
し

目
指
せ
賃
上
げ
　
生
活
改
善

　
全
分
会
の
分
会
長
が
結
集
し
、
春
闘
や
労
働

条
件
改
善
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
組
織

強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
を
一
層
強
め
て
い
く

事
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
の
現
状

と
課
題
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
反
原
発
の
取

り
組
み
も
一
層
強
化
し
て
い
く
事
を
確
認
。

　

東
京
地
方
本
部
は
三
月
一
五
日
に
南
部
労
政
会

館
に
お
い
て
、
全
分
会
長
会
議
を
開
催
し
た
。

　

一
三
時
半
に
稲
荷
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

最
初
に
一
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
た
。
鎌
田
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
東
日
本
本
部
佐
藤
書

記
長
か
ら
「
二
〇
一
四
年
春
闘
の
取
り
組
み
と
諸

課
題
」
に
つ
い
て
報
告
と
提
起
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
次
長

の
五
十
嵐
さ
ん
（
国
労
仙
台
地
本
）
に
原
発
事
故

の
現
状
と
課
題
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、「
避
難

生
活
に
公
的
支
援
が
少
な
い
。
避
難
指
定
区
域
外

の
人
が
心
配
し
て
一
旦
避
難
し
て
も
、
困
難
な
避

難
生
活
で
や
む
な
く
戻
る
人
も
多
い
。
避
難
先
に

住
民
票
を
移
せ
ば
、
避
難
者
扱
い
は
さ
れ
な
く
な

る
。
自
治
体
で
は
業
務
量
急
増
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
が
増
え
て
い
る
。
除
染
作
業
の
ピ
ン
ハ
ネ

が
多
く
、
大
半
が
会
社
の
も
う
け
に
な
っ
て
い

「
な
ぜ
原
発
が
あ
る
の
」
三
・
八
県
民
大
集
会
で

女
子
生
徒
が
訴
え

「
原
発
の
な
い
福
島
を
！
県
民
大
集
会
」
が
三

月
八
日
、
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
（
郡
山
市
）
を
メ
イ

ン
会
場
に
し
て
い
わ
き
市
・
福
島
市
と
三
会
場
で

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
五
、三
〇
〇
人
が
集
ま

り
、
脱
原
発
と
早
期
復
興
、
被
災
者
の
生
活
支
援

を
訴
え
た
。
東
京
地
方
本
部
も
、
鎌
田
委
員
長
を

先
頭
に
、
地
区
本
部
・
支
部
と
と
も
に
集
会
に
参

加
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
主
催
者
お
よ
び
呼
び
か
け

人
挨
拶
に
引
き
続
き
、
連
帯
の
挨
拶
に
立
っ
た
大

江
健
三
郎
さ
ん
が
「
原
発
は
安
全
だ
、
こ
れ
以
上

優
れ
た
技
術
を
持
つ
国
は
な
い
、
と
宣
伝
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
戦
争
中
に
軍
部
が
国
民

を
だ
ま
し
た
の
と
同
じ
だ
。
人
間
は
原
発
の
危
険

性
を
克
服
で
き
な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
生
き
て
い

け
る
世
界
を
残
す
こ
と
、
そ
れ
を
ゆ
ず
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
と
力
強
く
脱
原
発
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。ま

た
、
高
校
生
平
和
大
使
と
し
て
活
動
し
て
い

る
高
校
一
年
生
の
女
子
生
徒
は
「
あ
の
時
福
島
に

い
た
だ
け
で
被
ば
く
者
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
か
ら

も
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
を

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
原
発
に
反
対

し
な
か
っ
た
無
関
心
な
大
人
た
ち
だ
。
な
ぜ
原

発
が
あ
る
の
。
な
ぜ
原
発
が
止
ま
ら
な
い
の
。

福
島
に
原
発
は
い
ら
な
い
」
と
熱
く
訴
え
た
。

　
東
京
で
も
連
続
し
た
行
動
が
行
わ
れ
る

続
い
て
三
月
九
日
に
は
、
日
比
谷
野
音
に
お

い
て
、「
〇
三
〇
九
原
発
ゼ
ロ
☆
大
統
一
行
動
」

が
行
わ
れ
、
日
比
谷
野
音
に
三
万
二
千
人
が
結

集
し
た
。
福
島
の
被
災
者
や
坂
本
龍
一
氏
、
原

発
立
地
県
の
代
表
が
原
発
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を
語

っ
た
あ
と
、
国
会
請
願
デ
モ
に
出
発
。
一
五
時

半
頃
か
ら
国
会
大
包
囲
行
動
も
行
わ
れ
、
国
労

東
京
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
、
反
原

発
を
訴
え
て
き
た
。

三
月
一
五
日
に
は
、
同
じ
日
比
谷
野
音
に

お
い
て
、「
三
・
一
五
脱
原
発
集
会
」
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。
集
会
の
後

銀
座
へ
デ
モ
行
進
を
行
い
、
精
一
杯
の
ア
ピ
ー

ル
を
行
っ
て
き
た
。

る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
が
さ
れ
た
。
続
い
て
第

一
六
代
高
校
生
平
和
大
使
・
吉
田
有
沙
さ
ん
（
福

島
県
小
高
工
高
）
に
高
校
生
の
現
状
を
話
し
て
も

ら
い
、
核
廃
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
高
校
生
平
和
大
使
を
国
連
欧
州
本

部
に
派
遣
す
る
取
り
組
み
に
対
す
る
協
力
要
請
が

あ
り
、
会
場
で
は
カ
ン
パ
が
行
わ
れ
た
。

　

地
方
本
部
か
ら
の
提
起
と
し
て
、
①
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み　

②
出
向
先
職
場
に
お
け

る
運
動
の
展
開　

③
二
〇
一
四
年
春
闘
か
ら
安

全
・
仕
事
総
点
検
運
動
の
展
開
、
な
ど
の
提
起
が

松
川
書
記
長
か
ら
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
全
体
討

論
で
は
、
い
く
つ
か
の
分
会
か
ら
報
告
を
受
け

た
。
川
崎
車
両
所
か
ら
は「
貨
物
分
会
交
流
会（
裏

面
参
照
）
は
、
業
務
委
託
や
偽
装
請
負
の
問
題
で

勉
強
に
な
っ
た
。
貨
物
も
出
向
者
が
多
い
。
今
後

も
継
続
を
。
地
方
委
員
会
で
貨
物
の
問
題
が
あ
ま

り
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
一
五
分
会
あ
る
の
で
、

取
り
上
げ
て
欲
し
い
。
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
貨
物
関

東
支
社
で
二
三
名
の
合
理
化
。
乗
務
担
当
が
延
び

た
区
も
あ
り
、
負
担
が
大
き
い
」、
横
浜
線
中
山

駅
か
ら
は
「
二
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
駅
遠
隔
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
が
、
大
雪
翌
日
、
朝
か
ら
電
車
が

動
か
ず
、
各
駅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
問
い
合
わ

せ
が
殺
到
し
、
社
員
対
応
に
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
ま
た
、
無
人
改
札
口
で
は
、
お
客
様
が
多
す

ぎ
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
エ
ラ
ー
で
引
っ
か

か
る
場
合
が
多
発
。
改
札
機
の
人
間
検
知
を
常
時

『
切
』
に
し
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
通
過
で
き
て
し

ま
う
が
、
会
社
は
、
お
客
さ
ま
の
モ
ラ
ル
に
期
待

す
る
、
と
い
う
回
答
」
な
ど
様
々
な
問
題
が
報
告

さ
れ
た
。
分
会
長
会
議
の
最
後
は
中
嶋
青
年
部
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
組
織
拡
大
と
春
闘
勝

利
な
ど
を
全
体
で
誓
い
合
っ
た
。　

脱
原
発
へ
連
続
し
た
取
り
組
み

本郷台駅
分会

秋川駅

大会以降
9 人目！

全
分
会
長
会
議

３
15

南
部
労
政
会
館

福島県平和フォーラム五十嵐さん

高校生平和大使吉田さん

5/17（土）
～

5/18（日）

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　【
青
年
交
流
会
】

箱根湯本
箱根路
      開雲



野
球
審
判

　
　
技
術
講
習
会
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東
京
地
方
本
部
は
三
月
一
日
に
、
地
本
会
議
室

に
お
い
て
貨
物
分
会
交
流
会
を
開
催
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
鎌
田
委
員
長
か
ら
「
一
四

春
闘
に
つ
い
て
。
団
体
交
渉
を
支
え
る
立
場
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
労
働
条

件
改
善
な
ど
と
結
合
さ
せ
、
全
組
合
員
が
参
加
を

す
る
春
闘
再
構
築
が
必
要
。
組
織
強
化
・
拡
大
に

つ
い
て
。
平
成
採
用
者
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
、
委
託

会
社
プ
ロ
パ
ー
社
員
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
加
入

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
仕
事
の
中
心
軸

に
な
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
成
果
だ
と
思
う
。
こ
う

し
た
経
験
を
検
証
し
て
更
な
る
拡
大
を
」
な
ど
の

話
が
さ
れ
た
。
続
い
て
東
日
本
本
部
吉
田
特
別
執

行
委
員
（
貨
物
担
当
）
か
ら
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い

て
の
交
渉
で
、
嘱
託
社
員
の
増
加
・
新
規
採
用
が

少
な
い
点
、
委
託
の
問
題
も
改
善
要
求
し
た
点
も

話
さ
れ
た
。
地
方
本
部
か
ら
の
提
起
で
は
松
川
書

記
長
か
ら
「
鉄
道
に
対
す
る
信
頼
へ
の
目
は
厳
し

い
。
労
働
組
合
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
こ
れ

か
ら
の
国
労
運
動
を
担
っ
て
い
く
若
い
仲
間
に
国

労
の
戦
列
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
先
輩
か
ら

引
き
継
い
だ
運
動
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
学
習
会
と
し
て
、
拡
大
し
て
い
る
業
務

委
託
・
現
職
出
向
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
し
て
い
る
事
を
受
け
、「
委
託
業
務
を
出
向
者

が
行
う
場
合
の
法
律
関
係
」
と
い
う
題
で
鴨
田
弁

護
士
に
講
演
を
い
た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
会
社
、
委
託
会

社
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
出
向
社
員
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
な

ど
の
関
係
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

東
京
貨
物
協
議
会
か
ら
当
面
す
る
取
り
組
み
の

提
起
が
さ
れ
た
あ
と
、
全
体
交
流
が
行
わ
れ
、
浜

川
崎
駅
、
川
崎
車
両
所
、
関
東
保
全
な
ど
か
ら
報

告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
大
宮
車
両
所
か
ら
こ
の
間
二

開催

分会活動
実態調査

貨
物
分
会
交
流
会

　
委
託
問
題
を
学
習

各分会は調査用紙に
記入し、4月末までに
各地区本部・支部へ！

〒105-0004　東京都港区新橋 5-15-5  交通ビル 3F

〒116-0013　東京都荒川区西日暮里 2-55-1  国労東京地方本部内
〒163-0456　東京都新宿区西新宿 2-1-1  新宿三井ビル

当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35 歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45 歳 55 歳 65 歳

女性

電　話
JR 電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

実施中  

人
の
青
年
が
国
労
加
入
し
た
経
緯
が
話
さ
れ
、「
職

場
で
の
青
年
の
悩
み
を
会
社
と
相
談
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
分
会
と
し
て
動
い
た
事
が
拡
大
に
繋

が
っ
た
。
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
取
り
組
ん
だ

事
、
本
人
が
納
得
し
て
選
ん
で
く
れ
た
事
が
重
要

だ
っ
た
」
な
ど
の
話
が
さ
れ
た
。

　

交
流
会
最
後
の
ま
と
め
で
は
、東
貨
協
か
ら「
偽

装
請
負
の
問
題
で
知
識
が
無
い
と
闘
え
な
い
、
こ

う
し
た
学
習
会
が
重
要
。
組
織
の
強
化
・
拡
大
と

分
会
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
行
こ
う
。
春

闘
に
向
け
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
創
意
工
夫
し
た
取

り
組
み
を
」
な
ど
の
ま
と
め
が
あ
り
、
松
川
書
記

長
か
ら
は
「
今
日
報
告
が
あ
っ
た
と
お
り
、
国
労

の
運
動
を
伝
え
、
仲
間
を
助
け
る
職
場
で
の
取
り

組
み
が
あ
っ
て
、
初
め
て
国
労
加
入
が
あ
る
。
自

信
を
持
っ
て
国
労
に
来
い
と
言
っ
て
ほ
し
い
。
旅

客
・
貨
物
職
場
に
即
し
た
や
り
方
で
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
春
闘
も
分
会
の
一
人
一
人
の
組
合
員
の

力
が
無
け
れ
ば
な
り
た
た
な
い
」
な
ど
の
ま
と
め

が
さ
れ
、
交
流
会
は
終
了
し
た
。

　

東
京
地
方
本
部
は
三
月
一
日
に
、
県
立
神
奈
川

工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
国
労
東
京
野
球

審
判
技
術
講
習
会
を
開
催
し
た
。
毎
年
神
奈
川
区

野
球
協
会
と
合
同
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
横
浜

野
球
連
盟
か
ら
講
師
を
招
き
、
ま
た
、
県
立
神
奈

川
工
業
高
校
野
球
部
と
県
立
霧
が
丘
高
校
野
球
部

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
実
践
的
な
講
習
会

を
行
っ
て
い
る
も
の
。

　

八
時
五
〇
分
に
国
労
東
京
審
判
団
と
し
て
の
開

講
式
を
行
い
、
深
沢
審
判
長
と
地
本
常
盤
教
宣
部

長
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
続
い
て
九
時
か
ら
神

奈
川
区
と
合
同
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、
横
浜
野
球

連
盟
や
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
野
球
部
か
ら
も
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
さ
っ
そ
く
講
習
会
に
入

り
、
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ボ
ー
ル
な
ど
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
や
立
ち
位
置
の
指
導
、
投
球
判
定
の
指
導
、
盗

塁
判
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
講
習
が
行
わ
れ
、
夏
の

国
労
東
京
野
球
大
会
の
準
備
が
整
っ
た
。
今
年
の

大
会
も
熱
戦
を
期
待
し
た
い
。

　

な
お
、
今
年
の
国
労
東
京
野
球
大
会
は
、
一
・

二
回
戦
が
八
月
五
日
（
火
）、
決
勝
・
準
決
勝
は

九
月
四
日
（
木
）、
予
備
日
は
九
月
一
八
日
（
木
）

で
開
催
予
定
で
す
。（
新
聞
「
国
労
東
京
」
の
二

月
号
の
記
事
か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
）

     第 85 回
 日比谷メーデー
 5/1（木）日比谷野音

  9:05　開　 場
  9:50　開　 会
11:00　デモ出発

3/1

5/14（水）
6/11（水）

初回無料
事前申込

法律相談

14：00より

講演する鴨田弁護士


